
※1 投入資材については、東芝グループが独自に開発した産業連関表を利用した物質投入量推定方法（“EMIOT”： Estimation method for Material-inputs using Input-Output Table）を用いて算出しています。EMIOTは、
産業連関表を基に作成した資源量原単位により、総物質投入量を算出する手法です。資源の上流から下流へのフローに限定して産業連関分析を行い、産業部門別資源量原単位をデータベース化したことに特徴がありま
す。この手法により、資材調達部門が集計している資材分類ごとの調達金額データから、資源別投入質量を算出することができ、製品直接材料だけでなく、間接材料についても集計することができます。また、従来は複合素
材の調達部品やサービス事業に伴う投入資材を資源量として集計することが困難でしたが、この手法を用いることにより、これらの調達資材についても資源の種類別に投入資源量を把握することができるようになりました。
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水 4,976万m³
工業用水
水道水 

地下水
その他

717万m3
3,076万m3

1,181万m3
2万m3

（2010年度）

2006 2007 2008 2009 2010 （年度）

（万m3）
5,263 5,142 5,188 5,018 4,976

化学物質
取り扱い量 75千t

（2010年度）

（千t）

2006 2007 2008 2009 2010 （年度）

71 79 76 71 75

エネルギー
電気（発電機器を除く） 168PJ※2

（2010年度）

（PJ）

2006 2007 2008 2009 2010 （年度）

40

193
265

177 168

(kℓ)

2006 2007 2008 2009 2010 （年度）

※トラックのみ

エネルギー（国内流通分）
ガソリン
軽油

222kℓ
20,786kℓ
（2010年度）

25,043 26,744 23,124 20,772 21,008

（千t）
その他
パソコン
医用機器
家電4製品

2006 2007 2008 2009 （年度）

67.4 71.3 79.3 99.0

2010

130.0
（2010年度）

使用済み製品
130.0千t再資源化重量

エネルギー 55,715TJ※2
電力
都市ガス
Ａ重油
ＬＰＧ

灯油
軽油
その他

47,505TJ
4,542TJ
468TJ
447TJ

54TJ
1,569TJ
158TJ

（2010年度）

2006 2007 2008 2010 （年度）

（ＴＪ）
51,049 55,445 56,332 55,715

2009

55,434

資源・原材料※1 1,418千t
鉄
プラスチック

その他617千t
208千ｔ

593千ｔ

（2010年度）

2006 2007 2008 2009 （年度）

その他
プラスチック

鉄

(千t)2,697 2,502

1,392 1,152

2010

1,418

（千t）

廃棄物
280千t
（2010年度）

総発生量

2006 2007 2008 2009 2010 （年度）

243 281 284 260 280

温室効果ガス
655万t-CO2

（2010年度）
ＣＯ2（発電機器を除く）

2006 2007 2008 2009 2010 （年度）

154

768
1,030

688 655

（2010年度）

ＣＯ２
ＣＯ２以外
・ＰＦＣ

248万ｔ-ＣＯ２
44万ｔ-ＣＯ２
28万ｔ-ＣＯ２

・ＳＦ6
・ＨＦＣ
・その他

11万ｔ-ＣＯ２
3万ｔ-ＣＯ２
1万ｔ-ＣＯ２

温室効果ガス※3 292万t-ＣＯ2

2006 2007 2008 2009 2010

ＣＯ2以外
ＣＯ2

369 408 343 307 292

（年度）

化学物質（大気）
排出量 2.00千t

（2010年度）

2006 2007 2008 2009 （年度）

（千ｔ）
2.39 2.42 2.18 1.95

2010

2.00

水再使用量および
水再生使用量
水再使用量
水再生使用量

479万m3
1,402万m3

（2010年度）

2006 2007 2008 2009 （年度）

（万m3）

1,881万m³

1,215 1,328
1,742 1,695

2010

1,881

輸送時の温室効果ガス
（国内流通分）

CO2 5.9万ｔ-ＣＯ2
（2010年度）※船舶、航空含む

2006 2007 2008 2009 （年度）

7.4 7.6 6.5 5.8

2010

5.9

2006 2007 2008 2009 （年度）

（千t）

使用済み製品
36千t再資源化後の廃棄量

（2010年度）

20.5 20.5 21
29

2010

36（千t）

2006 2007 2008 2009 2010 （年度）

使用済み製品回収量
処理量 166千t

（2010年度）

87.8 91.8 100.3 128
166

代表製品出荷量
776千t
（2010年度）

2006 2007 2008 2009 （年度）

（千t）496 501 541 572

2010

776

廃棄物
再資源化量 245千t

（2010年度）

（千t）

2006 2007 2008 2009 2010 （年度）

189 224 234 223 245

（万t-CO2）

（万t-CO2）

（万t-CO2）
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環境負荷全容



chap1

※2 TJ＝1012J、PJ＝1015J。 J（ジュール）は仕事量、熱量、電力量を表す単位で、1J＝約0.239カロリー。
※3 国内の電力のCO2排出係数は、3.50t-CO2/万kWhを用いています。
※4 「ふっ化水素およびその水溶性塩」は使用している「ふっ化水素」が使用後の処理により、

非水溶性塩になっているため、2009年度より該当物質の水域への排出は「0」としています。

・製品の資源有効活用

・グリーン調達の推進

・エネルギー起源ＣＯ２

 排出量の削減

・温室効果ガス

 排出量の削減

・廃棄物総発生量、

 最終処分量の削減

・水受入量の削減

・大気・水域への化学物質

 排出量の削減・管理

・環境リスクへの対応

・製品物流に伴う

 ＣＯ２排出量の削減

・エコプロダクツによる

 ＣＯ２排出抑制

・使用済み製品の

 再資源化量拡大

　　出 主な取り組み環境影響

（千t）

廃棄物
8千t

（2010年度）
最終処分量

2006 2007 2008 2009 2010 （年度）

14 17 17
13

8

大気環境への負荷
SOx
NOx
ばいじん

1,908ｔ
4,005ｔ
150ｔ

（2010年度）
（t）

ばいじん

ＮＯｘ
ＳＯｘ

1,536
3,013 4,138 3,564

2006 2007 2008 2009

6,063

2010

（年度）

100 200 500 600（億円）▲100

（年度）

化学物質※4（水域）
排出量
下水道への移動

87t
18t

（2010年度）
（t）

2006 2007 2008 2009 （年度）

排出量
下水道へ
の移動

167 158 134
8857

30 29 16
2010

87
18

218

輸送時の大気環境への負荷
SOx
NOx
ばいじん

0.4ｔ
209ｔ
12ｔ

（2010年度）

（年度）

（t）

2006 2007 2008 2009

ばいじん
ＮＯｘ
ＳＯｘ

559

215 243

2010

221

水環境への負荷
総排水量
BOD
COD
浮遊物質
全窒素

4,149万m3
310ｔ
812ｔ
1,646ｔ
209ｔ

（2010年度）

2006 2007 2008 2009 2010 （年度）

その他 （t）
全窒素

浮遊物質
ＣＯＤ

2009

2010

資源・原材料※

（年度）

100 200 300 400（億円）▲100

2009

2010

投入エネルギー・水
再資源化 温室効果ガス

大気環境への負荷
廃棄量
化学物質

（年度）

100 200 300 400（億円）▲100

2009

2010

投入エネルギー
温室効果ガス

（年度）

100

0

0

0

0 200 300 400（億円）▲100

2009

2010

投入エネルギー 温室効果ガス

（年度）

1000 200 300 400（億円）▲100

2009

2010

再資源化 廃棄量

※資源の採掘から原材料として
　供給されるまでの環境影響。




